
に
検
索
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
氏
が
本
篇
結
章
で
今
後
の
課
題
と
し
て
、
瀦
漢
比
率
の
獲
動
を
生

み
出
し
た
清
代
の
歴
史
の
複
雑
な
動
向
を
、
さ
ら
に
綿
密
に
分
析
し
検
討
し
て

い
く
た
め
に
は
、
向
島
ナ
の
人
々
の
幅
賢
い
研
究
と
そ
の
線
合
に
侠
た
ね
ば
な
ら

な
い
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
緑
営
軍
制
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
清
朝
政
治
史
研
究
者
に
諜
せ
ら
れ
た
共
通
の
問
題
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
筆
者
は
先
に
清
朝
軍
制
史
の
研
究
動
向
(
「
清
朝
軍
制
の
覚
書
」

『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
二
谷
第
一
一
誠
)
を
公
表
し
た
が
、
次
の
課
題
と
し
て

清
朝
官
僚
制
の
研
究
動
向
を
考
察
す
る
滋
定
で
あ
り
、
氏
の
提
示
さ
れ
た
問
題

に
つ
き
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
甚
か
と
思
っ
て
い
る
。

以
上
、
本
著
の
書
評
が
紹
介
と
感
想
に
彩
っ
た
の
は
一
つ
に
は
氏
の
検
設
さ

れ
た
個
々
の
内
容
が
徐
り
に
も
膨
大
で
、
一
々
検
討
す
る
時
間
的
徐
裕
が
な
か

っ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
鮎
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
本
著
を
取
り
あ
げ
た
の
は
、
本
者
が
清
代
官
制
の
研
究
者
に
と
っ

て
必
須
の
箸
作
だ
け
に
な
る
べ
く
早
く
そ
の
内
容
の
梗
概
を
明
ら
か
に
し
た
か

っ
た
こ
と
と
、

今

一
つ
は
氏
の
研
究
調
角
に
封
し
て
筆
者
な
り
の
私
見
を
の

べ
、
氏
を
始
め
清
代
史
研
究
者
の
御
批
剣
を
仰
ぎ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
尤

も
そ
の
私
見
が
或
は
氏
の
真
意
を
十
分
眠
鴨
せ
ず
曲
解
し
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
の
鮎
は
御
海
容
を
賜
り
た
い
。
今
後
氏
、
が
本
箸
の
研
究
の
中
で
提
示

さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
き
一
層
研
究
を
深
め
ら
れ
る
と
共
に
、
筆
者
を
始
め
後
回
宇

の
た
め
に
よ
き
示
唆
を
輿
え
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
祈
る
も
の
で
あ
る
。

(
大
谷
敏
夫
)
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℃
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円
h
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h
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m
H
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巨
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巴
国
内
5
2
3℃
o
h
H
E
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|
回
・
泊
・
旬
。
毘
『
問
。
国

2

0
国
o
n
E
q
民間】門
R
-

公
立
国
司

5
3
5記
-
見
Nn-

本
書
は
、
現
在
、
ソ
連
科
拳
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
科
皐
セ
ン
タ
ー
極
東
民
族
歴

史

・
考
古
・
民
族
誌
皐
研
究
所
で
考
古
撃
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
著
者

レ

l
ニ
コ

フ
氏
の
歴
史
事
修
士

E
z
h
s
h自
国

2
。司

E
巾円民国

H
E可
問
の
祭
位
論
文

で
、
「
十
二
世
紀
女
真
の
冶
金
と
金
属
加
工
|
シ
ャ
イ
ガ
域
社
の
調
査
資
料
に

よ
る
|
」
と
い
う
表
題
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
プ
リ
モ

l
リ
エ
地
方
の

シ
ャ

イ
ガ
域
社
(
〉
言
白
内
言
明
告
白
に
巨
回
昨
日
河
と
い
う
地
名
が
あ
り、

形
容
詞

形
の
巨
白
酔
『
国
z
n
R
O
巾
は
こ
れ
か
ら
汲
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
)
か
ら

出
土

し
た
金
代
の
北
東
地
域
の
女
員
の
遺
物
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
金
属
生
産
と
加

工
の
方
法
と
技
術
を
明
ら
か
に
し
た
考
古
事
の
研
究
論
文
で
あ
る
。

前
半
部
分
で
は
、
シ
ャ
イ
ガ
域
社
で
の
溶
解
鏑
そ
の
他
の
生
産
設
備
と
金
属

製
品
の
褒
掘
状
況
が
、
後
宇
部
分
で
は
、
化
事
分
析
や
顕
微
鏡
分
析
等
を
使
っ

た
遺
物
の
分
析
の
結
果
が
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

後
牢
の
科
聞
学

的
分
析
の
感
用
は
、
金
代
女
呉
の
遺
物
に

つ
い
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
金
代
女
真
の
金
属
生
産
と
加
工
の
方
法
と
技
術
に
つ

い
て
、
最
初
の
科
準
的
な
知
識
を
え
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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シ
ャ
イ
ガ
城
祉
は
、
プ
リ
モ

l
リ

エ
南
部
の
パ

ル
チ
ザ
ン
ス
ク
匿
の
フ

ロ
ロ

フ
カ
村
の
北
東
約
九
キ
ロ
、

セ
ル
ゲ
l
エ
フ

カ
村
の
南
三
キ
ロ
の
、
丘
で
図
ま

れ
た
谷
に
あ
り
、
全
長
三
千
六
百
メ
ー
ト
ル

の
不
規
則
な
形
を
し
た
土
品
一
が
、

ま
わ
り
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

シ
ャ
イ
ガ
城
祉
は
、
一
八
九
一
年
に
鎖
山
技
師
イ
ワ
ノ
フ
同
・
己
-X
E
Z
O国

に
よ
っ
て
、
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
長
い
間
、

調
査
を
さ
れ
な
い
ま

ま
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
五
三
年
に
な
っ
て
、
自
ら
の
記
録
を
も

た
な
い
極
東
の
諸
民
族
の
過
去
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
極
東
考
古
接
調
査
隊

が
組
織
さ
れ
て
、
各
地
域
で
活
動
を
開
始
し
、
そ
し
て
、
六
二
年
に
、
そ
の

一

隊
が
シ
ャ

イ
ガ
域
社
で
試
掘
し
た
結
果
、
土
盈
の
内
部
か
ら
、
住
居
と
溶
解
婚

の
あ
と
が
あ
る
人
工
的
に
造
ら
れ
た
階
段
状
の
テ
ラ
ス
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
と

き
集
め
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
イ
ガ
城
祉
は
、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三

世
紀
初
め
に
か
け
て
の
遺
跡
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
(
著
者
は
、
そ
の
根
嬢
を

翠
げ
て
い
な
い
が
、
本
書
の
全
飽
か
ら
判
断
し
て
、
北
宋
の
銅
銭
と
共
に
、
金

の
正
隆
元
資
と
大
定
通
賓
が
み
つ
か
っ
た
こ
と
、
時
間
鍛
製
の
鍋
の
上
中
十
分
に
、

十
二
世
紀
の
女
廷
に
特
有
な
装
飾
で
あ
る
、
鍋
の
口
に
沿
っ

て
卒
行
に
走
る
幾

筋
か
の
も
り
あ
が
っ
た
線
が
あ
っ
た
こ
と
等
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
)
。
六
三

年
に
、
再
度
の
準
備
調
査
が
終
っ
て
、
翌
六
四
年
か
ら
、
遺
跡
の
本
格
的
な
設

掘
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
七
一
年
ま
で
に
、
シ
ャ
イ
ガ
域
社
の
一
部
分
の

住
居
七
十
絵
、
宮
殿
風
の
建
物
二
、
工
房

E
n↓
巾
℃
円民国
国
六
、
内
城
宮
』
三

一
の
調
査
が
完
了
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
と
き
ま
で
の
資
料
に
よ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ

の
外
の
部
分
の
護
掘
は
、
今
な
お
進
行
中
で
あ
り
、
因
み
に
、
七

四
年
に
は
、
十
九
の
住
居
と
一

つ
の
工
房
が
護
射
さ
れ
て
い
る
。

私
は
、
考
古
翠
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
の
門
外
漢
で
あ
り
、
適
任
と
は
言
え
な

い
の
だ
け
れ
ど
も
、
本
警
が
、
我
闘
の
女
員
族
紅
白
円
史
の
研
究
に
大
い

に
禅
盆

す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
紹
介
の
筆
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

以
下
順
を
逐
っ

て
、
要
黙
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

序
論

金
日
刷
生
産
と
加
工
の
技
術
に
闘
す
る
研
究
は
、
そ
の
民
族
の
佐
倉
と
文
化
を

研
究
す
る
た
め
の
基
礎
で
あ
る
が
、
女
真
に
つ

い
て
は
、
そ
の
資
料
が
極
め
て

乏
し
い
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
六

0

年
代
の
プ
リ
モ
l
リ

エ
の
各
遺
跡
、
中
で
も
シ

ャ
イ
ガ
域
社
の

登
掘
に
よ
っ

て
、
十
二
世
紀
女
員
の
金
属
生
産
の
設
備
や
金
属
製
品
が
大
量
に
み
っ
か
り、

研
究
の
係
件
が
一
路
整
っ

た
。
こ
の
上
に
た
っ

て
、
本
書
で
は
、

ω金
属
製
品
を
形
と
働
き
に
よ

っ
て
分
類
す
る

ω製
造
一
方
法
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る

ω科
聞学
分
析
の
方
法
を
使
っ
て
、
金
属
生
産
と
加
工
の
技
術
の
特
徴
を
明
ら

か
に
す
る

の
、
三
鮎
の
課
題
、か
設
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
、
化
率
分
析
や
顕
微
鏡
分
析

等
を
肺
応
用
す
る
外
、
方
法
論
と
し
て
、
ソ
連
の
考
古
撃
者
に
よ
る
ル
ス
の
金
属

生
産
と
加
工
に
つ

い
て
の
研
究
の
成
果
が
参
考
に
さ
れ
る
。

第

一

章

十

二
世
紀
女
巽
の
鍛
造
と
鍛
冶
業
の
考
古
撃
の
遺
跡

「
女
同
県
の
冶
金
生
産
の
吠
況
と
設
展
の
短
い
歴
史
的
な
概
観
」

最
近
の
考
古
事
の
研
究
に
よ
る
と
、
プ
リ
モ

l
リ

エ
の
金
属
生
産
の
起
源
は

古
く
、
例
え
ば
、

株
絡
の
シ

一エ

・
ス
カ
ル

ィ
遺
跡
で
は
、
銭
鎖
石
、
ス
ラ
グ

(
鎖
石
を
製
錬
す
る
と
き
に
で
き
る
非
金
属
の
物
質
)
と
鋳
型
が
み
つ
か
り
、

十
一

世
紀
女
良
の

エ
カ
テ
リ
|
/
フ
カ
域
社
で
も
、
ス
ラ
、ク
の
堆
積
、か
愛
見
さ

れ
た
。
し
か
し
、
嘗
時
の
金
属
生
産
は
、
お
そ
ら
く
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た

に
ち
が
い
な
い
。
十
二
世
紀
に
入
っ
て
、
女
員
帝
劇
〈
本
書
で
は、

金
と
き
口う

-120ー
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代
り
に
、
こ
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
)
が
成
立
す
る
と
、
金
属
業
を
始
め

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
工
業
が
大
き
必
愛
展
を
途
げ
た
。
製
品
を
大
量
に
生
産

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
交
換
が
盛
ん
に
な
る
と
、
交
易
と
手
工
業
の
中

心
と
し
て
、
都
市
が
形
成
さ
れ
た
。
シ
ャ
イ
ガ
域
社
は
、
そ
う
し
た
都
市
の
一

つ
で
、
そ
こ
に
は
、

金
属
側
係
の
職
人
ば
か
り
で
な
く
、
陶
工
、
大
工
、
石
工

等
も
生
活
し
て
い
た
。

「
シ
ャ
イ
ガ
城
祉
|
女
真
帝
関
東
部
に
於
け
る
最
大
の
手
工
業
中
心
地
の
一

つ」
シ
ャ
イ
カ
域
社
の
六
つ
の
工
房
は
、
全
て
そ
の
南
西
部
の
、
パ
タ
レ
イ
ヌ
イ

川
に
近
い
低
い
位
置
の
テ
ラ
ス
の
上
に
造
ら
れ
て
い
た
。
全
種
と
し
て
、
溶
解

姐
等
の
生
産
設
備
だ
け
か
ら
な
る
第
一
塑
式
(
工
房
1
、
2
、
5
)
と
、
生
産

設
備
と
共
に
職
人
の
住
居
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
第
二
型
式

(
3
、
4
、

6
)
の
二
つ
の
ク
ル

l
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
初
め
に
、
第
一
型
式
の
工
房
2
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
紋
況
が
み
ら
れ
た
。
層
位
に
闘
し
て
は
、
一
様
に
、
表

面
の
厚
さ

g
n
B
の
腐
値
土
居
の
下
に
す
ぐ
、
厚
さ
5
1
N
c
n
B

の
遺
物
を

含
む
黒
い
砂
質
粘
土
問
閣
が
紛
い
て
い
る
の
が
視
察
で
き
る
。

工
房
2
は
、
大
型

溶
解
嫡

E
Z
E』
r
E国
コ

2
『
八
(
l
l
W
)、

小
型
溶
解
燐

ロ
話
回

zbrzr忌

『

O

E

二

(K
l
X
)
、
鍛
冶
姐
一

(
MM
)
、
鍛
造
坑
A
T
O
℃玄
O
回0
4
Z
恒
国
国
玄
白
一一一

(苅
l
w
)
で
構
成
さ
れ
た
、
笛
時
と
し
て
は
高
能
率
の
工
房
で
あ
っ
た
。
中

央
の
鍛
冶
焔
を
除
き
、
全
慢
が
、
北
東
と
南
西
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
各

々
に
必
ず
、
大
、
小
の
溶
解
飽
と
鍛
造
坑
が
入
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

北
東
で
は
、
由
民
中
で
大
型
溶
解
錦
!
と

H
が
向
い
合
い
、
そ
の
北
に
、
鋳
造
坑

溜
と
刈
が
、
間
に
小
型
溶
解
燐
K
を
挟
ん
で
直
線
上
に
並
ん
で
い
た
。
南
西
で

は
、
中
央
の
空
間
に
向
っ
て
、
そ
の
ま
わ
り
を
間
む
よ
う
に
、
大
型
溶
解
織
田

1
W
が
並
び
、
そ
の
間
に
小
型
溶
解
鏑
X
と
鋳
造
坑
W
M
が
入
っ

た
c

こ
の
計
劉

的
な
配
置
に
よ
っ
て
、
溶
解
か
ら
鋳
造
ま
で
の
工
程
を
連
績
し
て
行
な
う
こ
と

が
で
き
、
あ
わ
せ
て
、
纏
を
う
け
も
つ
職
人
の
数
も
最
小
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
大
型
溶
解
姐
は
、
自
然
通
風
で
あ
っ
た
。
卒
面
は
菱
形
で
、
前
が
幾
分
狭

ま
り
〈
前
回
・
ω
l
rhF、
後

N、

奥

行

N
・ω
|
ω
ヨ
)
、
天
井
は
ア
l
チ
形
で
あ

っ
た
(
高
さ
ゲ
H
l
r
N
自
)
。
耐
火
砧
土
と
磯
の
基
礎
の
上
に
、
同
じ
規
格

の
煉
瓦
(
ω
。
×
広
×
印
円
自
〉
で
厚
さ
約

8
n
自
の
溶
解
槽

E
HEEbvE国

E
Z
E
を
迩
り
、
上
か
ら
動
土
の
天
井
で
お
お
っ
た
。
婚
の
前
の
地
面
に
は

い
つ
も
箱
型
の
穴
が
掘
ら
れ
て
い
た
(
排
津
室
内

h
E
E国
E
奈
川
宮
縦

8

1

8
、
横
N
O

旬、

深
さ
M

o

a

n

ヨ
)
。

小
型
溶
解
姐
は
、
長
方
形
の
く
ぼ
み
の
中
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
後
砕
一
歪
く

に
、
石
を
置
い
て
穴
が
造
ら
れ
て
い
た
。
娘
の
前
の
部
分
は
、
煉
瓦
で
敷
き
つ

め
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
下
に
、
燐
の
穴
に
ま
で
達
す
る
二
つ
の
迭
風
路
が
掘
ら

れ
て
い
た
。
途
瓜
路
の
中
で
、
途
風
の
量
を
調
節
す
る
た
め
の
鍛
製
の
葦
が
み

つ
か
っ
た
。
ま
た
、
迭
風
路
の
入
口
に
近
い
地
面
に
は
、
皮
制
棋
の
怖
を
固
定
し

て
お
く
た
め
の
柱
の
穴
が
二
箇
み
つ
か
っ
た
。

設
掘
の
と
き
、
工
房
2
で
、
多
数
の
銭
製
品
に
混
っ
て
、
切
り
取
っ
た
あ
と

の
あ
る
鍛
塊
や
途
中
ま
で
造
り
か
け
た
鎧
の
鍛
板
、
そ
し
て
様
々
な
陶
総
片
が

み
つ
か
っ
た
の
が
注
意
さ
れ
る
。

次
に
、
第
二
型
式
に
廊
す
工
房
6
は
、
約

「
印
ヨ

の
高
度
差
が
あ
る
二
枚

の
テ
ラ
ス
に
跨
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
大
、
小
の
溶
解
飽
と
並
ん
で
、
職
人

の
住
居
が
幾
っ
か
建
て
ら
れ
て
い
た
。
低
い
方
の
テ
ラ

ス
に
あ
る
住
居
4
中
で

は
、
三
列
の
卒
行
な
抗
(
女
真
の
住
居
に
特
有
の
暖
房
設
備
〉
の
竃
の
中
で
、

ス
ラ
グ
と
金
属
塊
R
O
℃O
』巾
胃
(
溶
解
の
と
き
、
技
術
が
未
熟
で
、
ス
ラ
グ
と

一
絡
に
金
属
の
一
部
が
出
た
)
が
み
つ
か
り
、
近
く
に
ま
た
、
底
に
銀
が
固
着
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し
た
鋳
造
用
の
ひ
し
ゃ
く
が
落
ち
て
い
た
の
で
、
社
の
坑
の
溜
の
中
で
、
金
日
脚

の
溶
解
が
行
な
わ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

高
い
テ
ラ

ス
に
あ
る
住
居
必
は
、
貴
金
廊
工
の
住
居
あ
と
で
、
同時造
用
の
さ

じ
、
金
敷
、
そ
れ
か
ら
、
鈴
型
が
ぴ

っ
た
り
合
わ
な
く
て
隙
間
か
ら
流
れ
出
て

し
ま
っ
た
青
銅
の
鉱
物
く
ず
と
坊
糊
の
破
片
が
そ
こ
で
集
め
ら
れ
た
。

住
居
臼
の
出
土
口
聞
の
う
ち
、
穴
の
あ
い
た
大
鍋
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
上
か

ら
か
ぶ
せ
で
あ
っ

た
二
筒
の
小
さ
な
鍋
を
あ
け
る
と
、
中
か
ら
裂
先
や
鍋
等
の

銘
鍛
製
品
の
破
片
と
、
斧
や
錠
枯
一
寸
の
餓
製
品
(鍛

V
R
2
20
は
鈴
鍛

4
ミ
z

以
外
の
餓
を
表
わ
す
ら
し
い
)
の
破
片
、

そ
れ
に
、
大
量
の
第

一
の
海
綿
鍛

(
後
述
)
が
出
て
き
た
。
こ
の
断
片
は
、

臼
の
隣
り
に
あ
る
大
、

小
の
溶
解
燈

で
用
い
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

工
房
6
の
小
型
溶
解
姐
は
、
工
房
2
の
そ
れ
と
、
大
纏
同
じ
構
造
を
し
て
い

る
が、

た
だ
、
途
風
路
の
代
り
に、

穴
の
背
後
に
、
煙
道
が
旧
制
ら
れ
て
お
り
、

先
端
で
、

高
い
管
と
つ
な
が
っ
て
通
風
を
良
く
し
た
。

工
房
6
で
は
、
こ
う
し
て
、
段
々
な
金
尉
の
溶
解
か
ら
加
工
ま
で
の
工
程
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
外
、

住
居
の
中
に
あ
る
特
別
の
協
で
も
、
金
属
の
溶
解
と
加
工
が
行
な

わ
れ
た
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
抗
の
沼
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
場

合
、
稽
は
、
普
通
の
も
の
よ
り
も
ず
っ
と
深
く
、
ま
た
幅
も
出
国
い
。
住
居
U
の

坑
の
寵
の
中
に
は
、

焼
け
た
土
、
ス
ラ

ク
、
木
炭
片
が
残
っ
て
い
た
。
近
く
の

地
面
に
は
、
融
け
た
鈴
餓
の
は
ね
て
出
た
塊
が
あ
っ

た
。

住
居
の
中
に
、
小
さ
な
燃
が
造
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
住
居
必
の
中
央

に、

三
方
が
石
で
で
き
た
嫡
が
あ
っ

た
Q

O
×
N
O
、
深
さ

8
n
EV
燐
の
傍

の
地
面
に
、
備
を
置
い
た
あ
と
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
焔
の
底
ま
で
、
迭
風
路

が
つ
い
て
い
た
。

「女
員
の
そ
の
外
の
金
属
生
産
業
の
中
心
地
」

黒
飽
江
省
阿
域
間
柄
小
嶺
地
庖
で
、
女田県
の
銭
鎖
山
と
五
十
筒
所
依
り
の
製
銭

遺
跡
、
が
護
掘
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
鍛
鎖
石
や
木
炭
、
ス
ラ
グ
は
相
笛
量
あ
っ

た

の
に
、

鈴
型
や
製
品
は
一
つ
も
み
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
製
錬
と
鍛
造

の
工
程
が
互
い
に
獅
立
し
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
地
区
で
は
、
鎖
石
か
ら
海
綿

織
を
還
元
す
る
だ
け
で
、
で
き
た
海
綿
織
は
、
阿
什
河
を
通
っ
て
他
の
場
所
に

運
ば
れ
て
、
そ
こ
で
溶
解
と
加
工
が
行
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

プ
リ
モ
l
リ
エ
の
ス
カ
リ

ス
テ
ィ
エ

・
ソ
プ
キ
の
斜
面
に
あ
る
古
城
祉
で

も
、
金
属
生
産
の
設
備
が
み
つ
か
っ
た
が
、
シ

ャ
イ
ガ
域
社
と
大
健
同
じ
よ
う

な
欣
況
が
認
め
ら
れ
た
。
大
、

小
の
溶
解
協
の
あ
と
は
、
城
祉
の
南
部
の
テ
ラ

ス
の
上
に
あ
っ
た
。
大
型
溶
解
姐
は
、
建
築
材
料
に
石
が
使
っ
て
あ
る
貼
を
除

け
ば
、
シ
ャ

イ
ガ
城
祉
の
も
の
と
同
じ
構
造
で
あ
る
し
、
小
型
溶
解
婚
も
、
全

慢
の
形
は
わ
か
ら
な
い
が
、
シ
ャ

イ
ガ
域
社
の
工
房
2
の
X
と
同
じ
鍛
の
菱
を

耐
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
、
シ

ャ
イ
ガ
域
社
と
遺
っ
て
、
鎖
石
か

ら
海
綿
織
を
造
る
最
初
の
工
程、か
、
海
綿
織
を
溶
解
し
加
工
す
る
第
二
の
工
程

と
並
ん
で
存
在
し
た
。

第

二

章

十

二
世
紀
女
奨
の
鍛
鋼
生
産
と
加
工

「シ

ャ
イ
ガ
城
祉
の
大
型
溶
解
腕
と
小
型
溶
解
燐
の
設
備
と
そ
の
働
き
」

六
つ
の
工
房
に
は
、
全
部
で
、
大
型
溶
解
勉

一
五
、
小
型
溶
解
鎖
五
、
鋳
造

坑
六
が
あ
っ
た
が
、
既
に
大
慌
の
憐
造
は
ふ
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
改
め
て
説

明
し
な
い
。

シ
ャ
イ
ガ
城
祉
の
工
房
で
は
、
そ
の
化
率
組
成
に
よ
っ
て
、
軟
鍛
玄
国
「R
O巾

V
R
2
2
0、
浸
炭
さ
れ
た

餓

z
ミ
ヨ
3
0出
問
巾

Z
Z
O巾
災

2
2
0、
そ
し
て
銭
餓

の
三
種
の
製
品
が
造
ら
れ
た

(
普
通
、
炭
素
含
有
量
に
よ
っ
て
、
少
な
い
も
の

か
ら
錬
銀
、

鋼
鎖
、
鈴
餓
と
分
け
る
の
で
、
或
い
は
、
こ
れ
に
各
々
針
謄
す
る
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か
も
し
れ
な
い
〉
。
し
か
し
、
工
房
で
は
、
原
鎖
石
の
褐
鍛
鎖
は
一
片
も
護
見

さ
れ
ず
、
二
種
類
の
海
綿
織
だ
け
が
み
つ
か
っ
た
。
シ

ャ
イ
ガ
域
社
に
は
、
鎖

石
か
ら
海
綿
織
を
造
る
第

一
の
工
程
は
存
在
せ
ず
、
海
綿
鍛
を
溶
解
、
加
工
す

る
第
二
の
工
程
だ
け
が
存
在
し
た
。
第

一
の
海
綿
銭
円
口
市
民
主

uE5
は
、
ま

だ
ス
ラ
グ
が
多
く
、
鍛
錬
す
る
た
め
に
は
、
ス
ラ
グ
を
出
し
て
、
組
成
を
均
一

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

一方、

第
二
の
海
綿
織

目
宮
戸
田
は
、
均
質
な
組
成

で
、
鍛
冶
加
工
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
表
面
に
は
、
質
を
検
査
す
る
た
め
に

切
っ
た
あ
と
が
あ
っ
た
。

大
型
溶
解
姐
の
内
部
に
は
、

一
様
に
、
上
か
ら
、
腐
植
土
層
、
天
井
が
落
ち

て
で
き
た
焼
け
た
数
土
層
、
そ
し
て
灰
を
含
む
土
の
層
の
順
に
、
堆
積
し
て
い

た
。
最
下
の
土
の
層
か
ら
、
時
々

、
厚
い
増
禍
の
破
片
が
出
た
の
に
封
し
て、

ス
ラ
グ
と
金
属
塊
は
、
同
胞
の
中
で
は
一
片
も
毅
見
き
れ
ず
、
き
ま
っ
て
、

燈
の

前
の
排
浮
室
の
中
に
流
さ
れ
て
い
た
。
地
渦
を
使
っ
て
、
そ
の
中
で
溶
解
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
工
房
6
の
住
居
臼
の
、
溶
解
の
た
め
に
大
鍋
に
集
め
ら
れ

た
色
々
な
も
の
の
断
片
か
ら
判
断
し
て
、
鈴
銭
の
溶
解
に
は
二
通
り
の
方
法
が

あ
っ
た
。
鋳
物
の
く
ず
を
再
溶
解
す
る
方
法
と
、
第
一
の
海
綿
織
に
炭
を
加
え

て
溶
解
す
る

方
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
型
溶
解
頒
は
、
非
織
金
属
の
溶
解

と
、
陶
擦
に
紬
を
か
け
る
た
め
に
も
使
用
さ
れ
た
。

小
型
溶
解
姐
で
も
、
海
綿
織
と
非
織
金
属
の
溶
解
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

「
鍬
製
品
の
特
徴
と
そ
の
加
工
」

鍛
冶
燐
は
、
全
部
で
四
基
あ
っ
た
。
詳
細
な
構
造
は
わ
か
ら
な
い
が
、
加
工

に
必
要
な
高
温
を
得
る
た
め
に
、
織
を
備
え
、
そ
れ
で
煉
に
空
気
を
供
給
し

た
。
焔
の
周
闘
で
、
多
数
の
鍛
製
品
と
共
に
、
鎧
の
銭
板
等
の
牢
製
品
が
み
つ

か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

鍛
工
具
と
し
て
は
、
金
致
、
鍛
槌
、
や
す
り
、
た
が
ね
、
欽
等
が
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
外
に
、
出
土
し
て
い
な
い
が
、
製
品
に
使
っ
た
あ
と
が
残
っ
て
い

る
道
具
も
幾
つ
か
あ
る
。
こ
う
し
た
工
具
は
、
他
の
民
族
の
も
の
と
比
較
し
て

も
、
大
き
な
遣
い
は
な
い
。
例
え
ば
、
や
す
り
に
は
、
刃
が

一
方
向
だ
け
に
刻

ま
れ
た
荒
削
り
用
と
、
二
方
向
か
ら
直
角
に
刻
ま
れ
た
仕
上
げ
用
の
二
種
類
が

あ
っ
た
。
た
だ
、
や
す
り
を
か
け
る
と
き
必
要
な
高
力
は
、
ま
だ
み
つ
か
っ
て

し
な
し

鍛
冶
屋
は
、
こ
れ
を
用
い
て
、
農
具
(
鋤
、
鎌
)
、
鍛
工
具
、
木
工
具
(
鋸
、

鈎
、
釘
、
斧
、
の
み
〉
、
日
常
口
問
(
ナ
イ
フ
、
鍋
、
錠
)
を
造
っ
た
。
そ
の
と

き
、
熔
接
や
浸
炭
の
技
術
を
使
う
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
特
に
、
全
鏑

E
g
r
z
O
E

2
2
5
0障
の
製
品
を
幅
底
く
製
造
し
て
い
た
。

真
直
な
刃
と
符
幽
し
た
背
を
も
っ
鎌
は
、
全
鋼
製
で
、
刃
は
焼
入
れ
が
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
二
十
三
本
の
ナ
イ

フ
は
、

大
部
分
が
ま
だ
還
元
の
不
十
分
な

銭
で
造
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
住
居
ロ
出
土
の
ナ
イ
フ
は
、
務
め
鍛
錬
し

た
織
の
上
か
ら
、
刃
の
部
分
に
薄
い
鋼
を
鍛
接
し
焼
入
れ
が
し
で
あ
っ
た
。
鍛

に
は
、
戦
闘
用
と
狩
徴
用
と
が
あ
り
、
前
者
の
一
つ
は
、
不
均
等
に
浸
炭
さ
れ

た
鋼
製
で
、
先
端
の

炭
素
含
有
量
が
、
柄
に
近
い
方
よ
り
も
大
き
く
、
そ
し

て
、
焼
入
れ
さ
れ
て
い
た
。

「鋳
銭
製
品
の
特
徴
」

融
け
た
吠
態
の
鋳
銭
を
用
い
て
、
種
々
の
鋳
物
を
製
造
し
た
。
鍋
、
金
敷
、

恕
先
、
軸
承
等
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
形
と
大
き
さ
が
様
々
な
こ
と
で
、
抽
岬
物

の
鍋
が
注
目
さ
れ
る
。
丸
い
穴
の
軸
承
は
、
周
闘
に
数
箇
の
つ
め
が
附
い
て
い

る
。
大
部
分
が
炭
素
含
有
量
品
・
合
決
以
下
で
、

表
面
に
は
、
鋳
型
の
注
入
口

の
あ
と
や
、
模
型
を
鋳
型
か
ら
扱
き
や
す
く
す
る
た
め
の
抜
け
勾
配
が
観
察
で

き
る
。工

房
5
の
鋳
造
坑
に
、
人
工
的
に
造
っ
た
褐
色
の
時
間
物
砂
が
残
っ
て
い
た
。

。。
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第
三
章
女
良
の
非
銭
金
属
の
生
産
と
加
工

「
非
鍛
金
属
の
ム
口
金
の
特
徴
と
そ
の
製
造

一

務
掘
中
に
、
金
、
銀
、
銅
、
青
銅
等
の
非
鍛
金
属
製
の
装
飾
品
、
川
市
の
留

金
、
首
輪
、
護
符
が
み
つ
か
っ
た
が
、
大
部
分
が
、
背
銅
製
の
鉛
物
で
あ
っ

た
。前

述
の
よ
う
に
、
非
織
金
属
も
、
工
一
胞
の
大
、

小
の
溶
解
協
や
住
居
の
中
の

姐
、
そ
し
て
坑
の
趨
で
、
溶
解
さ
れ
て
い
た
。
シ
ャ

イ
ガ
域
社
で
は
、
非
鍛
金

属
の
鍛
石
か
ら
の
製
鍬
は
行
な
わ
れ
ず
、
製
品
く
ず
か
、
或
い
は
特
別
の
牢
製

品
を
き
ま

っ
た
設
だ
け
切
っ
て
、
柑
摘
の
中
で
溶
解
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
板
等

の
合
金
の
沈
を
鋳
造
し
た
。
必
要
な
と
き
、
そ
の
合
金
の
塊
を
削
っ
て
、
製
口
仰

を
造
っ
た
。

「
非
織
金
属
製
品
の
特
徴
、
そ
の
製
造
方
法
、
そ
し
て
加
工
」

鋳
造
は
、
最
も
政
範
に
行
な
わ
れ
た
。
鈴
型
は
、
遺
跡
の
内
部
で
一
筒
み
つ

か
っ
た
。
総
型
に
は
、
製
品
に
附
い
た
あ
と
か
ら
、
軍
型

o
h
Z
0
2
0
3
z
z
z
B

と
一
則
型

』
田
三
2
0
E
Z
Z
Z
E
の
二
種
矧
が
め
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
軍
型
は

躍
純
な
形
の
鈎
巡
に
用
い
、
上
か
ら
卒
た
い
石
で
そ
れ
を
お
お

っ
た
。
雨
型

は
、
物
髄
の
外
形
を
、
上
下
一府
方
の
鉛
型
に
う
つ
し
た
も
の
で
、
や
や
複
雑
な

形
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
製
品
に
耳
や
穴
を
附
け
た
い
と
き
に

は
、
中
子
を
用
い
た
。
時
々
、
焔
型
を
使
っ
て
、
鏡
や
鈴
を
製
造
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

障
問
々
な
作
業
を
行
な
う
た
め
に
は
、
多
く
の
種
類
の
加
工
道
具
、か
必
要
で
あ

る
。
鍛
鎚
、

た
が
ね
、
や
す
り
、
鉄
等
が
設
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、

鍛
製
の
ピ
ン
セ

ッ
ト
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
固
定
す
る
た
め
の
道
具
で
、

雨
足
の
間
に
も
の
を
挟
む
こ
と
が
で
き
る
=
中
に
は
、
外
側
か
ら
青
銅
製
の
輸

が
か
け
て
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

貴
金
属
を
鍛
錬
し
て
、
厚
さ
の
薄
い
装
飾
品
を
造
っ
た
。
工
房
4
の
銀
碗
、

住
居
日
の
銀
製
の
へ
ア
ピ
ン
、
住
居
必
の
腕
輪
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
非
銭
金
廊
製
品
の
表
面
に
は
、
象
限
、
打
出
し
、
め

っ
き
、
は
ん
だ
附

け
等
の
細
工
が
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。

H
M
一論シ

ャ
イ
カ
減
祉
は
、
首
時
の
経
務
的
中
心
地
の
一
つ
で
、
色
々
な
手
工
業
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。
特
に
金
属
加
工
業
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
金
属
加
工
閥
係
の

仕
事
場
は
、
社
白
日
経
械
的
な
意
義
に
よ
っ
て
、

二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
シ
ャ

イ
カ
域
社
の
一
底
域
に
集
中
し
て
い
る
住
居
の
中
の
仕
事
場

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
自
家
手
工
業
者
が
働
い
て
お
り
、
彼
ら
相
互
の
問
に

は
、
封
建
的
な
閥
係
が
成
長
し
つ
つ
あ
っ

た
。
次
に
、
関
家
の
工
房
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
闘
家
の
職
人
が
働
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
職
人
達
の
間
に
は
、

専
門
化
が
お
こ
っ
て
い
た
。
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以
上
が
、
本
書
の
大
略
で
あ
る
。
約
い
て
、
気
附
い
た
貼
を
幾
っ
か
述
べ
て

み
た
い
。

お
そ
ら
く
、
出
版
の
と
き
の
事
情
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
前
後

の
閥
係
で
、
調
者
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な
箇
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
鍛
冶
姐

の
周
闘
で
み
つ
か
っ
た
柱
の
穴
の
目
的
に
闘
す
る
説
明
で
あ
る
。
初
め
(
三

七
、
六

O
頁
)
、
そ
れ
が
、
雨
を
防
ぐ
た
め
の
ひ
さ
し
を
固
定
す
る
穴
だ
と
さ

れ
て
い
る
の
に
、
後
の
部
分
(
六
六
、

六
七
頁
)
で
、
胞
の
上
に
通
風
を
良
く

す
る
た
め
の
管
を
と
り
つ
け
る
穴
だ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
、
前
の
部
分
も
そ
れ
に
統
一
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
さ
ら
に
、
シ
ャ

イ
ガ
域
社
の
都
市
計
剖
(
七

O
頁
)
と
大
型
溶
解
瀦
の
機
能
(
一

O
三
頁
〉
に

つ
い
て
、
最
近
の
研
究
の
結
論
(
お
そ
ら
く
、
論
文
を
書
い
て
か
ら
出
版
ま
で
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の
間
に
新
し
く
得
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
)
が
、
ほ
と
ん
ど
説
明
も
な
し
に
途
中

に
附
け
加
え
て
あ
る
の
で
、

こ
れ
に
つ

い
て
は
、
将
来
、
改
め
て
、
説
明
を
し

て
ほ
し
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
著
者
は
、
鋭
鍛
の
溶
解
過
程
を
詳
細
に
あ
と
、
つ
け
る
こ
と
は
ま

だ
で
き
な
い
と
恨
重
な
態
度
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
念
の
た
め
に
、
鈴
鎖
中

の
燐
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
て
み
た
い
。
化
周
平
分
析
表

(九

O
、
九

一
頁
)

に
よ
る
と
、
シ
ャ
イ
カ
城
祉
の
銭
製
品

(
鈎
鍛
製
品
以
外
で
海
綿
銭
を
除
く
一

八
例
)
の
燐
の
含
有
量
が
、
。
・
0
81
0・呂
田
沢
、
卒
均
。・

0思
決
で
あ
る
の
に

封
し
、

鈴
鍛
製
品

(
一
二
例
)
は
、

。
・H
印
1
0・
8
w民
、
卒
均
。・
N
H
W
民
と
、
卒
均

で
鍛
製
品
の
約
三
、
六
倍
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ

い
て
、
著
者
は
、
ど
ち
ら
の
場

合
も、

燐
は
、
鎖
石
か
ら
入
っ

た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
、
シ
ャ
イ
ガ
減

祉
で
は
、
二
通
り
の
方
法
で
、
鈴
銭
を
浴
解
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
鋳
物
く

ず
を
使
う
方
法
は
閥
係
な
い
が
、
残
る
海
綿
織
を
用
い
る
方
法
の
裕
解
の
工
程

が
問
題
と
な
る
。
市
開
綿
銭
(
五
例
)
の
燐
の
含
有
量
は
、

0

・
8
印

。・

広
沢
、

卒
均
。
・
2ω
淡
と
、
数
値
が
か
な
り
ば
ら
つ
く
。

だ
か
ら
、
鈴
鍛
を
造
る
た
め

に
、
燐
の
含
有
量
の
多
い
も
の
を
選
ん
で
使
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か

し
、
こ

の
外
に
も
う

一
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
燐
に
は
、
本
来
、
鈴
餓
中
に
於

い
て
、
そ
の
溶
解
溜
度
を
下
、
げ
、
流
動
性
を
良
く
す
る
性
質
が
あ
る
。

も
し

も
、
こ

の
性
質
を
利
用
し
て
、
海
綿
織
を
柑
禍
で
溶
解
す
る
と
き
そ
れ
に
燐
を

加
え
た
と
し
た
ら
、
そ
の
結
果
、
鈴
銭
製
品
の
燐
の
含
有
量
は
、
骨
回
然
多
く
な

る
は
ず
で
あ
る
。
因
み
に
、

他
の
域
社
の
出
土
品
も
、
例
が
わ
ず
か
だ
が
、
餓

製
品

(
三
例
)
が
、。・

8
N
0・
0三
次
、
卒
均
。
c
m
O
訳
、
鈴
鍛
製
品
(
四
例
)

が
、。・
H

∞
O

N

印訳
、
一命均
。・
N
NW
民
と
、
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る

(
こ
れ
に

関
連
し
て
、
似
た
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。

山
西
の
得
統
的
な
製
餓
で
は
、
溶
解

を
進
め
る
た
め
に
、
坊
塙
の
中
に
、
欽
石
と

一
絡
に
、
燐
の
化
合
物
を
含
む

「
黒
土
」
を
加
え
て
い
た

Q
-
Z2
《
忠
臣
ヨ
・
叶
，r
o
U
2
0
-
0
3再
三
O

『同司。ロ

2
ι
ω
Z丘
、H，onrロ
o-
o
m可
』

ロ

(

リ

F
E
P
S
E
-司
司

Z
・
5
・
村
上
英
之
助

「
古
代
東
方
の
鍛
冶
金
L

『
鍛
』
、

一
九
七
四
、
一
四
四
頁
参
照
〉
)
。
将
来
、

こ

れ
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

終
り
に
、
本
H
口
に
よ

っ
て
、
ど
う
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
の
か
考
え
て
み

た
い
。
精
密
な
分
析
は
、
専
門
家
の
手
に
委
ね
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
燐
に
つ

い

て
み
る
と
、
女
員
の
僚
は
、
宋
の
凶
砲
を
そ
の
ま
ま
移
し
た
も
の
で
は
な
く
、
か

な
り
個
性
的
な
も
の
で
あ
る
。
女
由
民
の
鍬
で
は
、

最
初
に
、
鍛
鍬
石
か
ら
海
綿

織
を
還
元
し
、
次
に
、
海
綿
織
を
さ
ら
に
加
工
し
て
錬
鍛
に
し
た
り
、
或
い

は
、
柑
摘
で
溶
渦
解
し
て
鈴
鍛
を
造
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
射
し
て
、
宋
の
姐
は
、

は
る
か
に
性
能
が
良
く
て
、
強
力
な
ポ
ン
プ
型
の
怖
を
附
え
、
鍛
鎖
石
か
ら
銀

銭
(
銑
鍛
)
を
直
接
製
錬
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
焔
か
ら
流
れ
出
た

鋭
敏
(
銑
餓
)
を
か
、
き
ま
わ
し
て
、
直
ち
に
錬
銭
に
縫
え
た
の
で
あ
る
(
吉
田

光
邦
「
宋
代
の
銭
に
つ
い
て

」

『
東
洋
史
研
究
』
二
四
1

四
、

『
中
関
科
穆
技

術
史
論
集
』
所
牧

一
九
七
二
)
。
こ
う
し
て
、

一
般
に
、
女
畏
の
間
に
は
、
水

準
は
低
い
け
れ
ど
も
、
濁
自
な
製
鍛
技
術
の
仰
統
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る

(
し
か
し
、
こ
れ
は
、
女
民
と
漢
民
族
の
技
術
が
、
全
く
加
熱
閥
係
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
反
封
に
、
女
同
県
が
既
に
鋳
銭
製
品
を
造
っ
て
い
た

事
賞
等
は
、
漢
民
族
と
の
閥
係
を
示
す
だ
ろ
う
〉
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

ソ
連
の

プ
リ
モ
l
リ
エ
と
同
時
に
進
め
ら
れ
た
中
園
の
東
北
地
匿
の
金
代
女
買
の
遺
跡

の
設
掘
で
、

多
数
の
鍛
製
の
農
具
、
工
具
、
馬
具
、
日
常
口
聞
が
み
つ
か
っ

た
の

が
注
意
さ
れ
る

(肇
東
鯨
博
物
館
「
黒
龍
江
肇
東
豚
八
里
城
清
理
筒
報
」
『
考

士臼
』

一
九
六
O
|二
等
参
照
〉
。
こ
の
中
で、

山一時
鍛
製
の
特
有
の
装
飾
線
の
あ

る
鍋
等
は
、
ほ
ほ
東
北
地
匿
金
域
に
わ
た
っ

て
分
布
し
、
か
つ
そ
の
数
量
も
極

め
て
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
女
買
の
銭
製
品
の
生
産
が
、
同
じ
様
な
技
術
的
な
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基
盤
の
上
に
、

様
々
な
場
所
で
肢
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

あ
る
う
。
そ
し
て
、
こ
の
銭
製
品
を
用
い
て
行
な
っ

た
生
産
活
動
も
ま
た
、
そ

れ
故
に
、
一

時
の
皮
相
な
現
象
で
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

今
ま
で
漠
然
と
抱
か
れ
て
き
た
女
員
一世曾
に
つ
い
て
の
全
般
的
な

イ
メ
ー
ジ

を
、
一
つ
一
つ
再
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
が
本
書
に
よ

っ
て
輿
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

以
上
、
本
書
の
要
貼
と
気
附
い
た
鮎
を
大
ま
か
に
述
べ
た
。
著
者
、か非
常
な
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十
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十
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十
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十
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O
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九
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努
力
を
傾
け
ら
れ
た
銭
製
品
の
加
工
技
術
の
一
説
明
は
、
手
に
負
え
ず
￥
ほ
と
ん

ど
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
鮎
を
著
者
に
深
く
お
わ
び
し
た
い
。

本
書
を
紹
介
す
る
に
あ
た

っ
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
懇
切
な
教
え
を
い
た
だ

い
た
。
そ
れ
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
紹
介
は
書
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
記
し
て
、
そ
の
感
謝
に
代
え
た
い
と
思
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

数
多
く
の
譲
り
を
犯
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
責
任
は
、
全
て
私
自
身
に
あ

り
、
お
ゆ
る
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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